
(宛・t)

〒100-8916
電話

FAX

厚生労働省医薬 生活衛生局生活衛生 食品安全部
基準審査課 残留農薬等基準審査室 宛

東京都千代田区霞が関1-2-2
03(5253)1111(内線4287)
03(3595)2423(18時以降)
03-3595-243乏 (残留農薬等基準審査室FAX)

平成29年 2月 1日 薬事 食品衛生審議基萱品衛生分l基裂薬 動物用医薬品部会
以下の申請に係る企業からの寄付金 契約金等の受取(割当て)額等について、別紙のとおり回
答する。

①食品中のイツフェタミドの残留基準の設定について

②食品中の酢酸メレングステロールの残留基準の設定について

③食品中のスルホキサフロルの残留基準の設定について

④食品中のパクロ外ラツールの残留基準の設定について

⑤食品中のファモキサレの残留基準の設定について

⑥食品中のフェナザキンの残留基準の設定について

⑦食品中のメタミホップの残留基準の設定について

寄付金 契約金等受取 (割当て)額等回答表



(別紙 )

①食品中のイソフェタミドの残留基準の設定について

0寄付金 契約金等の受取〈割当て)額
受取有りの場合 最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度
□ 平成26年度
□ 平成27年度
□ 平成28年度

当該■度におする受取額

□ 50万 円以下
□ 50万円超～500万 円以下
□ 500万円建

審議の公平きに疑念を生じさせると考えられる特別の¬害関r.
●T記事項

→ 該当の有無 :

― 該当の有無 :

②食品中の酢酸メレンゲステロールの残留基準の設定について

警 警 嘉 恣 羹 許 ヽ 長 象
己 奎 盈 ツ 出 壼 L___=頂

面 誦 雨 孫 戸 ご 無し● 寄付金 契約金等の受取 (割当て)額

当該年度におする受取額

} : ::Fi隼』500万円以下
【受取額の
□ 寄附金 (奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料
□ 特許権 特許使月料 南標権による報酬
□ 請演料  二 原稿執筆ト       ロ 当該企業の林式
□ その他(               )
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受取有い 場合 最も多い寄附金 契約金等を受ナ取つた年度
□ 平成26年度
□ 平成27年度
□ 平成28年度

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さこ疑念を生じさせると考えられる■月1のオJ害関係

■記事項

受取有りの場合 最も多し崎 討金 契|1金等を受ナ取った年度
二 平成26年度
二 二成27年度
二 立成28年度

の作成に密接に関与

申請資料等の4成に

企業名(競合企業): 美立製薬株式会社

当該年度におする受取額

己 50万 円以下
□ 50万円建～500万 円以下
□ 500万円超
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‐ 該当の有朱 |

― 該当の有無 :
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生 塑 饉 曇 L一

一
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爾 萩 面 罰
~ゴ
無し0寄付金 契約金等の受取 (割当て)額                     → 受〕

該当の有無 :

該当の有無 :

有

有

□

□審議の公平さこ疑念を生じさせると考えられる特男1の利害関係
特記事項

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金  ロ コンサルタンl.4指導料
□ 特許権 特許使月料 商標権による報酬
□ 講演料  □ 原稿執筆料       □ 当該企業の株式
□ その他(                 )

こ 胃附鎮 奨学寄付金含む)         二 研究契Ⅲ金   ロ コンサルタント料 指導料
E 特許権

=許
tttt ltl商 標権による報酬

□ 請演料   □ 原稿執筆料       Ξ 当該企業の株式
口 その他 (

寄付金 契約金等の受取(割当て)額
受取有りの場合 最も多1崎附金 契約金等を受け取つた年度
□ 平成26年度
□/平成27年度

寄附金(奨学寄付金含む)
特許権 特許使用料 商標権による報酬

→ 受取の有無:♂ 有り  □ ヽし
当該=度におする受取額

} ] :|:]革』5CO万円以下♂

♂研究契ヽ金 ロ コンサルタント料■旨導■



□ 講演料
□ その他 (

□ 原稿執筆料 当該企業の株式

● 申請資料等の作成に密接に関与
●審議の公平さこ疑念を生じさせると考えられる特別の禾1害関係

1 

特記事項

企業名 (競合企業):    あすかアニマルヘルス株式会針

→ 該当の有無 |

― ラ当の有無 |
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● 寄付金 契約金等の受取(割当て)額
受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取った年度
□ 平成26年度
□ 平成2フ年度

→ 受取の有無 :□  有り
当該年度におする受取額

□ 50万円以下
□ 50万円超～500万円以下
□ 500万 円超

― ラ当の有無 :

― 該当の有無 :
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申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さこ疑念を生じさせると考えられるヽ 11の利害関l■

特記早項

□ 平成2

□ 平成28年度

申請資料等の4・成に密接に

□ 平成23年度
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無し0寄付金 契約金等の受取 (割当て)額                     → 受|

受取有り・
‐
場合 最も多しヽ寄ll金 契約金等を受十取つた年度

□ 平成26年度
三 二成27年度

審議の公平さこ疑念を生じさせると考えられる特別の角:害関係

特記事項
該当の有無 :□

③食品中のスルホキサフロルの残留基準の設定について

輩 撃 汁 釜 議 ⑮ 璽 響
盪 塾 』 国 邑 創 こ ___言

面 扉 薫 丁 罰
~ご
無し0寄付金 契約金等の受取(割当て)額

受取つ の場合 最も多|ヽ寄ll金 契約金等を受け取つた年二
]平 成26年度
三 二成27年度

当ラ年度における受取額

■ 50万 円以下
三 50万円超～500万 円以下
こ 5●0万三超

■請資ヽ等の

'成
に密接に関与

審:義の公平き業 念を生じさせると考えられる特別の力:害関係

特記事項

‐ 該当の有無 :

― 該当の有無 :

□ 寄ll金 (奨学寄付金含む)         □ 研究契●金   ロ コンサルタント料■旨導料
□ 特許権 特許使用料 首標

=に
よる報酬

□ 講漬料  □ 原有ヨ筆料       □ 当該企業のl‐式

} :年]:::[]][万
円以下

□ 富附金 (実学寄付金含む)         □ 研究契К金   ロ コンサルタント料 指導■
□ 特許権 特許使用料 青標権による報酬
□ 言漬料  □ 原稿執筆料       □ 当該企業のl・ 式
□ その他(                  )

□ 寄ll金 (栞学寄付金合む)         □ 研究契た金   ロ コンサルタント■■旨導ト
□ 特許罹 特許●用

'商
標権による報酬

□ 議演料  □ 原有執筆料       □ 当該企業の卜弐
□ その他 (



④食品中のパクロプレゾールの残留基準の設定について

企業名
`白

諸企業筆):   シンジェンタジヤバン株十今オ

【受取額の内訳)
こ 寄ll金 (奨学寄付金台む)         こ 研究契|1金   ロ コンサルタント

'指
導料

□ 特許権 特許使F料 百凛橿による報酎
□ 講演料  □ 原ヽ執筆ll       □ 当該企業の■式

― 受取の有栞 :□ 有り ピ無し0寄付金 契約金等の受取 (割当て)額
受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度

□ 平成26年度
□ 平成27年度

当該年度におする受取視

E 50万 円以下
□ 50万円起～500万 日以下
□ 500万円超
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□ 平成23年度

料等の4成に密接に関与

● 寄付金 契約金等の受取 (割当て)額

受取有りの場合 最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度

ラ当の有茉|二

該当の有無|□審議の公平さこ疑念を生じさせると考えられる特月1の■害嗣手

特.E事項

⑤食品中のファモキサドンの残留基準の設定について

梶雲誓彗暑彗警羹籠5蘇
ゴ塑型蛤生一―――____=理 爾蒲マ石葬

「

~y無
当該生度二おする受取霞

● 申請資料等のrF成に密接に関与 該当の有無:□

ラ当の有茉|]0審議の公平さこ疑念を生じさせると考えられる特月1の利害関係

1 

特記事項

⑥食品中のフェナザキンの残留基準の設定について

響 餡 霧 業 な 嗜 手
2L―

― 一 ― 一 一 =頭 繭 瓢 面 霧 ご無し0寄付金 契th金等の受取(割当て)額
受取有りの場合、最も多い寄附金 契´奎等を受け取つた年菫

二 平成26年度
□ 平成2フ年度

ラ当の有茉|コ

該当の有無|□

□ 平成26生度
二 平成27年度
□ 平成28年度

□ 50万 円以下
こ 50万 円超～500万 円以下
□ 500万 円建

当ラ年度におする受取額

二 50万 円以下
□ 50万円起～500万 吊以下
□ 500万 円超
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成に密接に関与

審議の公平さこ疑念を生じさせると考えられる特男1の和言蘭係

特記事項

□ 寄附金 (奨学寄付金含む)         □ 研究契た金   ロ コンサルタント料 指導ト
□ 特許確 特許使用料 商標権 こよる報酬
□ 請演ヽ   □ 原稿執筆料       □ 当該企■の林式

【受取額の内訳】

口 寄附金(■学寄付金含む)         二 研究実約金  ロ コンサルタントル 指導料
□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬
□ 議演料  □ 原稿執筆料       □ 当該企業の株式



⑦食品中のメタミボップの残留基準の設定について

企業名(申請企業等):   科研製薬株式会社
e寄付金 契約金等の受取 (割当て)額
受取有りの場合 最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度

□ 平成26年度
□ 平成27年度
□ 平成28年度

■請資料等の作成に密■に開与

審議の公平さこ疑念を生じさせると考えられる特号1・
‐
利害関タ

特.L事項

‐ 受取の有無 |□ 有り 由 無じ
当該年度における受取額

□ 50万円以下
□ 50万円起～500万 円以下
□ 500万 円超
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□ 害附金 (実学寄付金含む)         □ 研究契●金   ロ コンサルタント料 :旨導■
E ■許権 特許●用ヽ 商標権による報酬
] 講演

～
  □ 原稿執筆料       こ 当該企業のな式



（宛　先）

〒100－8916
電話

FAX

厚生労働省医薬“生活衛生局生活衛生“食品安全部
基準審査課　残留農薬等基準審査室　宛

東京都千代田区霞が関1－2－2
03（5253）1111（内線4287）
03（3595）2423（18時以降）
03－3595－2432（残留農薬等基準審査室FAX）

寄付金“契約金等受取（割当て）額等回答表

平成27年／月／？日
平成29年2月1日薬事“食品衛生審議会食品衛生分科会農薬”動物用医薬品部会
以下の申請に係る企業からの寄付金・契約金等の受取（割当て）額等について、別紙のとおり回
答する。

①食品中のイソフェタミドの残留基準の設定について

②食品中の酢酸メレンゲステロールの残留基準の設定について

③食品中のスルホキサフロルの残留基準の設定について

④食品中のバクロブトラゾールの残留基準の設定について

⑤食品中のフアモキサドンの残留基準の設定について

⑥食品中のフェナザキンの残留基準の設定について

（D食品中のメタミホップの残留基準の設定について

現職　鮎緒部将後段
氏　名　　　　し Lあ尿



（別紙）

①食品中のイソフエタミドの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）：　石原産業株式会社
●寄付金“契約金等の受取（割当て）額

受取有りの場合、最も多い寄附金“契約金等を受け取った年度
□　平成26年度

□　平成27年度
□　平成28年度

ー→　受取の有無：□　有り
当該年度における受取額
□　50万円以下

□　50万円超～500万円以下
□　500万円超

【受取額の内訳】

□　 寄附金（奨学寄付金含む） □　 研究契約金 ロ　 コンサルタント料 “指導料

□　 特許権・特許使用料“商標権による報酬

□　 講演料　　 □　 原稿執筆料 □　 当該企業の株式

□　 その他（ ）

●申請資料等の作成に密接に関与
●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

②食品中の酢酸メレンゲステロールの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）：　　ゾエテイス“ジャパン株式会社
●寄付金・契約金等の受取（割当て）額
受取有りの場合、最も多い寄附金“契約金等を受け取った年度

□　平成26年度
□　平成27年度
□　平成28年度

ー→　該当の有無：□　有り

－→　該当の有無：□　有り

L
 
L

無
無
圏

回

書

＿受取の有無‥ロー有り　吋′無し
当該年度における受取額
□　50万円以下
□　50万円超～500万円以下

□　500万円超

【受取額の内訳】
□　 寄附金（奨学寄付金含む） □　 研究契約金 ロ　 コンサルタント料・指導料

□　 特許権“特許使用料“商標権による報酬
口　 講演料　　 □　 原稿執筆料 口　 当該企業の株式

口　 その他（ ）

●申請資料等の作成に密接に関与

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

企業名（競合企業）：　　　サージミヤウキ株式会
●寄付金・契約金等の受取（割当て）額
受取有りの場合、最も多い寄附金“契約金等を受け取った年度

□　平成26年度
□　平成27年度
□　平成28年度

ー→　該当の有無：□　有り
－→　該当の有無：□　有り

］

＿受取の有無：□有り　イ無し
当該年度における受取額
□　50万円以下
□　50万円超～500万円以下

□　500万円超
【受取額の内訳】

□　 寄附金（奨学寄付金含む） □　 研究契約金 ロ　 コンサルタント料“指導料

□　 特許権“特許使用料・商標権による報酬

□　 講演料　　 □　 原稿執筆料 □　 当該企業の株式

□　 その他（ ）

●申請資料等の作成に密接に関与
●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

企業名（競合企業）：

→　該当の有無：□　有り
→　該当の有無：□　有り

●寄付金・契約金等の受取（割当て）額
受取有りの場合、最も多い寄附金“契約金等を受け取った年度
□　平成26年度

□　平成27年度
□　平成28年度

L
 
L

無
無
田

園

格

→受取の有無‥□有り　イ無し

当該年度における受取額
□　50万円以下
□　50万円超～500万円以下
□　500万円超

【受取額の内訳】
□　寄附金（奨学寄付金含む）
□　特許権・特許使用料“商標権による報酬

□　研究契約金　　ロ　コンサルタント料・指導料



□　講演料　　□　原稿執筆料　　　　　　　□　当該企業の株式

□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

●申請資料等の作成に密接に関与

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

企業名（競合企業） ヽアニマルへlレス

→　該当の有無：□　有り
→　該当の有無：□　有り

●寄付金・契約金等の受取（割当て）額

受取有りの場合、最も多い寄附金“契約金等を受け取った年度
□　平成26年度
□　平成27年度

□　平成28年度

L
 
L

無
無
闇

閉

。

□

→受取の有無：□　有り　㌔無し
当該年度における受取額
□　50万円以下
□　50万円超～500万円以下

□　500万円超
【受取額の内訳】

□　 寄附金（奨学寄付金含む） □　 研究契約金 ロ　 コンサルタント料 “指導料

□　 特許権“特許使用料“商標権による報酬

□　 講演料　　 □　 原稿執筆料 □　 当該企業の株式

□　 その他（ ）

●申請資料等の作成に密接に関与
●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

企業名（競合企業）：　　　E
●寄付金“契約金等の受取（割当て）額

工業株式：会

→　該当の有無：□　有り　　面　無し

→　該当の有無：□　有り　　固／無し

］

→　受取の有無：□　有り　　面’無し
当該年度における受取額受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

□　平成26年度
□　平成27年度
口　平成28年度

□　50万円以下

□　50万円超～500万円以下
□　500万円超

【受取額の内訳】

□　 寄附金（奨学寄付金含む） □　 研究契約金 ロ　 コンサルタント料“指導料

□　 特許権 “特許使用料“商標権による報酬

□　 講演料　　 □　 原稿執筆料 □　 当該企業の株式

□　 その他（ ）

●申請資料等の作成に密接に関与
●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

③食品中のスルホキサフロルの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）：　　ダウ“ケミカル白木株式会
●寄付金“契約金等の受取（割当て）額
受取有りの場合、最も多い寄附金“契約金等を受け取った年度

□　平成26年度
□　平成27年度
□　平成28年度

ー→　該当の有無：□　有り

→　該当の有無：□　有り

］

→　受取の有無：□　有り　㌔無し
当該年度における受取額
□　50万円以下

□　50万円超～500万円以下
□　500万円超

【受取額の内訳】

□　 寄附金（奨学寄付金含む） □　 研究契約金 ロ　 コンサルタント料“指導料

□　 特許権・特許使用料“商標権による報酬

□　 講演料　　 □　 原稿執筆料 □　 当該企業の株式

□　 その他（ ）

●申請資料等の作成に密接に関与　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　該当の有無：□　有り

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係　　　　　　　　　　　→　該当の有無：□　有り
特記事項



④食品中のバクロブトラソールの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）：　　シンジェンタジャパン株式会
●寄付金“契約金等の受取（割当て）額
受取有りの場合、最も多い寄附金“契約金等を受け取った年度

□　平成26年度
□　平成27年度
□　平成28年度

→受取の有無占有り　J無し
当該年度における受取額
□　50万円以下

□　50万円超～500万円以下
□　500万円超

【受取額の内訳】

□　 寄附金（奨学寄付金含む） □　 研究契約金 ロ　 コンサルタント料 “指導料

□　 特許権“特許使用料・商標権による報酬

□　 講演料　　 □　 原稿執筆料 □　 当該企業の株式

ロ　 その他（ ）

●申請資料等の作成に密接に関与
●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

⑤食品中のプアモキサ砂の残留基準の設定について

企業名（申請企業等）：　　デュポン株式会社
●寄付金一契約金等の受取（割当て）額
受取有りの場合、最も多い寄附金“契約金等を受け取った年度
□　平成26年度

□　平成27年度
□　平成28年度

→　該当の有無：□　有り
→　該当の有無：□　有り

］

＿受取の有無：□　有り　㌔無し
当該年度における受取額
□　50万円以下

□　50万円超～500万円以下
□　500万円超

【受取額の内訳】

□　 寄附金（奨学寄付金含む） □　 研究契約金 ロ　 コンサルタント料“指導料
□　 特許権“特許使用料“商標権による報酬
□　 講演料　　 □　 原稿執筆料 口　 当該企業の株式

□　 その他（ ）

●申請資料等の作成に密接に関与

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

⑥食品中のフ工ナザキンの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）：　　ゴーワン社
●寄付金・契約金等の受取（割当て）額
受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

□　平成26年度
□　平成27年度
□　平成28年度

→　該当の有無：□　有り

→　該当の有無：□　有り

L
 
L

無
無
圏

閉

園

→受取の有無：□　有り　イ無し
当該年度における受取額
□　50万円以下

□　50万円超～500万円以下
□　500万円超

【受取額の内訳】

□　 寄附金（奨学寄付金含む） □　 研究契約金 ロ　 コンサルタント料・指導料

口　 特許権・特許使用料“商標権による報酬

口　 講演料　　 □　 原稿執筆料 □　 当該企業の株式

口　 その他（ ）

●申請資料等の作成に密接に関与　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　該当の有無：□　有り
●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係　　　　　　　　　　　→　該当の有無：□　有り
特記事項

L
 
L

無
窮
闇

問

題



⑦食品中のメタミホップの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）：　　科研製薬株式会社
●寄付金・契約金等の受取（割当て）額
受取有りの場合、最も多い寄附金“契約金等を受け取った年度

□　平成26年度
□　平成27年度
□　平成28年度

→　受取の有無：□　有り　イ無し
当該年度における受取額
□　50万円以下

□　50万円超～500万円以下
口　500万円超

【受取額の内訳】

□　 寄附金（奨学寄付金含む） □　 研究契約金 ロ　 コンサルタント料“指導料

口　 特許権“特許使用料“商標権による報酬

□　 講演料　　 □　 原稿執筆料 □　 当該企業の株式

□　 その他（ ）

●申請資料等の作成に密接に関与　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　該当の有無：□　有り
●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係　　　　　　　　　　　→　該当の有無：□　有り
特記事項 ］



(宛先)

　　　　　　厚生労働省医薬・生活衛生局生活衛生・食品安全部
　　　　　　　　　基準審査課残留農薬等基準審査室宛

〒100-8916　　　　　　　東京都千代田区霞が関1-2-2
　　電話　　　　　　　03(5253)1111(内線4287)
　　　　　　　　　　　03(3595)2423(18時以降)
　　FAX　　　　　　O3-3595-2432(残留農薬等基準審査室FAX)

寄付金・契約金等受取(割当て)額等回答表

　　　　　　　　　　　　　　　平成29年/月2∫「日
平成29年2月1日薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会
以下の申請に係る企業からの寄付金・契約金等の受取(割当て)額等について、別紙のとおり回

答する。

①食品中のイソフェタミドの残留基準の設定について

②食品中の酢酸メレンゲステロールの残留基準の設定について

③食品中のスルホキサフロルの残留基準の設定について

④食品中のパクロブトラゾールの残留基準の設定について

⑤食品中のファモキサドンの残留基準の設定について

⑥食品中のフェナザキンの残留基準の設定について

⑦食品中のメタミホップの残留基準の設定について

一一letwva
一一1



(別紙)

①食品中のイソフェタミドの残留基準の設定について

企業名(申請企業等):
●寄付金契約金等の受取(割当て)額

　受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

　　ロ　平成26年度

　　口　平成27年度

　　口　平成28年度

→　受取の有無　口　有り　　　　無し

　　　　当該年度における受取額　　}

　　　　　口　50万円以下

　　　　　口　50万円超～500万円以下

　　　　　口　500万円超

【受取額の内訳】

口
ロ
ロ
ロ

寄附金(奨学寄付金含む)

特許権・特許使用料・商標権による報酬

講演料　　口　原稿執筆料

その他(

ロ　研究契約金

ロ　当該企業の株式

)

ロ　コンサルタント料・指導料

●申請資料等の作成に密接に関与

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

[⌒
→　該当の有無:□　有り

→　該当の有無:□　有り

〆無し
回!無し　

]

②食品中の酢酸メレンゲステロールの残留基準の設定について

企業名(申請企業等): 、工一ス・巳パン　　ム

●寄付金・契約金等の受取(割当て)額

　受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

　　口　平成26年度

　　ロ　平成27年度

　　口　平成28年度

→　受取の有無:□　有り　　id無し
　　　　当該年度における受取額　　}

　　　　　口　50万円以下

　　　　　口　50万円超～500万円以下

　　　　　口　500万円超

【受取額の内訳】

口
口
口
口

寄附金(奨学寄付金含む)

特許権・特許使用料・商標権による報酬

講演料　　口　原稿執筆料

その他(

口　研究契約金

口　当該企業の株式

)

ロ　コンサルタント料・指導料

●申請資料等の作成に密接に関与

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

[⊇
企　名(競合企業): 一巳ミ △

→　該当の有無:□　有り

→　該当の有無:□　有り

1ゴ無し
匝/無し　
]

●寄付金・契約金等の受取(割当て)額

　受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

　　口　平成26年度

　　口　平成27年度

　　ロ　平成28年度

→　受取の有無:□　有り　　㎡無し
　　　　当該年度における受取額　　}

　　　　　口　50万円以下

　　　　　ロ　50万円超～500万円以下

　　　　　口　500万円超

【受取額の内訳】

口
ロ
ロ

ロ

寄附金(奨学寄付金含む)

特許権・特許使用料・商標権による報酬

講演料　　口　原稿執筆料

その他(

口　研究契約金

口　当該企業の株式

)

ロ　コンサルタント料・指導料

●申請資料等の作成に密接に関与

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

[⌒

→　該当の有無:□　有り

→　該当の有無:□　有り

〆無し

冨無し　
]

企業名(競合企業): ム

●寄付金・契約金等の受取(割当て)額

　受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

　　ロ　平成26年度

　　口　平成27年度

　　口　平成28年度

　　【受取額の内訳】

　　口　寄附金(奨学寄付金含む)

　　口　特許権・特許使用料・商標権による報酬

→　受取の有無:□　有り　　M無し
　　　　当該年度における受取額

　　　　　口　50万円以下

　　　　　口　50万円超～500万円以下

　　　　　口　500万円超



口　講演料

口　その他(

口　原稿執筆料 口　当該企業の株式

)

●申請資料等の作成に密接に関与

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

[⌒
→　該当の有無:ロ　有り

→　該当の有無:□　有り

冨無し

〆無し　
]

企　名(競合企　): 、ニマルヘルスム

●寄付金・契約金等の受取(割当て)額

　受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

　　口　平成26年度

　　口　平成27年度

　　口　平成28年度

→　受取の有無:ロ　有り　　〆無し
　　　　当該年度における受取額　　}

　　　　　口　50万円以下

　　　　　口　50万円超～500万円以下

　　　　　口　500万円超

【受取額の内訳】

口
口
口
口

寄附金(奨学寄付金含む)

特許権・特許使用料・商標権による報酬

講演料　　口　原稿執筆料

その他(

ロ　研究契約金

口　当該企業の株式

)

ロ　コンサルタント料・指導料

●申請資料等の作成に密接に関与

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

[⌒

→　該当の有無:ロ　有り

→　該当の有無:ロ　有り

し
し

無
無
ー

 図
ぽ

企業名(ム企業): ム

●寄付金・契約金等の受取(割当て)額

　受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

　　口　平成26年度

　　口　平成27年度

　　口　平成28年度

→　受取の有無:□　有り　　畝　無し
　　　　当該年度における受取額　　}

　　　　　口　50万円以下

　　　　　口　50万円超～500万円以下

　　　　　口　500万円超

【受取額の内訳】

口
口

口
口

寄附金(奨学寄付金含む)

特許権・特許使用料・商標権による報酬

講演料　　ロ　原稿執筆料

その他(

ロ　研究契約金

ロ　当該企業の株式

)

ロ　コンサルタント料・指導料

●申請資料等の作成に密接に関与

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

[　

→　該当の有無:ロ　有り

→　該当の有無:□　有り

冨無し

団無し　
]

③食品中のスルポキサフロルの残留基準の設定について

企名('企等): ・　ミ　ル △

●寄付金・契約金等の受取(割当て)額

　受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

　　口　平成26年度

　　口　平成27年度

　　口　平成28年度

→　受取の有無:口　有り　　ゼ無し
　　　　当該年度における受取額　　}

　　　　　口　50万円以下

　　　　　口　50万円超～500万円以下

　　　　　口　500万円超

【受取額の内訳】

口
ロ
ロ

ロ

寄附金(奨学寄付金含む)

特許権・特許使用料・商標権による報酬

講演料　　ロ　原稿執筆料

その他(

口　研究契約金

ロ　当該企業の株式

)

ロ　コンサルタント料・指導料

●申請資料等の作成に密接に関与

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

[⌒
→　該当の有無:□　有り

→　該当の有無:□　有り

回無し

〆無し　
]



④食品中のパクロブトラゾールの残留基準の設定について

企業名(請企業等  ξ、巳工、　詫　パ、 ム

●寄付金・契約金等の受取(割当て)額

　受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

　　口　平成26年度

　　口　平成27年度

　　口　平成28年度

→　受取の有無:□　有り　　ゴ無し
　　　　当該年度における受取額　　}

　　　　　口　50万円以下

　　　　　口　50万円超～500万円以下

　　　　　口　500万円超

【受取額の内訳】

口
ロ
ロ
ロ

寄附金(奨学寄付金含む)

特許権・特許使用料・商標権による報酬

講演料　　口　原稿執筆料

その他(

口　研究契約金

ロ　当該企業の株式

)

ロ　コンサルタント料・指導料

●申請資料等の作成に密接に関与

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

[⌒
→　該当の有無:□　有り

→　該当の有無:ロ　有り

 厘『無し
冒無し　

]

⑤食品中のファモキサドンの残留基準の設定について

企業名(請企業等): 一ユ,、ン　　〈

●寄付金・契約金等の受取(割当て)額

　受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

　　ロ　平成26年度

　　口　平成27年度

　　口　平成28年度

→　受取の有無:□　有り　　冨　無し

　　　　当該年度における受取額　　}

　　　　　口　50万円以下

　　　　　口　50万円超～500万円以下

　　　　　ロ　500万円超

【受取額の内訳】

ロ
ロ

ロ
ロ

寄附金(奨学寄付金含む)

特許権・特許使用料・商標権による報酬

講演料　　口　原稿執筆料

その他(

ロ　研究契約金

口　当該企業の株式

)

ロ　コンサルタント料・指導料

●申請資料等の作成に密接に関与

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

[…
→　該当の有無:□　有り

→　該当の有無:□　有り

〆無し
〆無し　
]

⑥食品中のフェナザキンの残留基準の設定について

企業名(申請企業等): ゴー'

●寄付金・契約金等の受取(割当て)額

　受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

　　ロ　平成26年度

　　口　平成27年度

　　口　平成28年度

→　受取の有無:□　有り　　M無し
　　　　当該年度における受取額　　}

　　　　　口　50万円以下

　　　　　口　50万円超～500万円以下

　　　　　口　500万円超

【受取額の内訳】

口
口
口

口

寄附金(奨学寄付金含む)

特許権・特許使用料・商標権による報酬

講演料　　口　原稿執筆料

その他(

口　研究契約金

ロ　当該企業の株式

)

ロ　コンサルタント料・指導料

●申請資料等の作成に密接に関与

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

[　

→　該当の有無:□　有り

→　該当の有無:□　有り

囚1無し

ゼ無し　
]



⑦食品中のメタミホップの残留基準の設定について

企業名申一企　等: △

●寄付金・契約金等の受取(割当て)額

　受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

　　口　平成26年度

　　口　平成27年度

　　口　平成28年度

→　受取の有無:□　有り　　□　無し

　　　　当該年度における受取額　　}

　　　　　口　50万円以下

　　　　　ロ　50万円超～500万円以下

　　　　　口　500万円超

【受取額の内訳】

口
口
口
口

寄附金(奨学寄付金含む)

特許権・特許使用料・商標権による報酬

講演料　　　口　原稿執筆料

その他(

ロ　研究契約金

口　当該企業の株式

)

ロ　コンサルタント料・指導料

●申請資料等の作成に密接に関与

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

[⌒

→　該当の有無:□　有り

→　該当の有無:ロ　有り

団無し
1ゴ無し　

]
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